
配水補助管整備工事
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市道金谷2号線



凡  例

離脱防止内蔵型

※ 1)HIVPは、ﾛﾝｸﾞ受口直管とする。

2)ﾛﾝｸﾞ受口への曲管差込み部は以下の隙間寸法

を考慮すること。

φ50 : 49mm
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計画平面図

志摩市上下水道部
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※ 新規給水引き込み工事は別途施工とする。
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離脱防止内蔵型

※ 1)HIVPは、ﾛﾝｸﾞ受口直管とする。

2)ﾛﾝｸﾞ受口への曲管差込み部は以下の隙間寸法

を考慮すること。
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ソケット(HI)φ50

HIVP-RRﾛﾝｸﾞ 乙切管φ50×3500

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(VP用)φ50

HIVP-RRﾛﾝｸﾞ 乙切管φ50×1500

HIVP-RR　22°1/2 曲管　φ50
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HIVP-RR　11°1/4 曲管　φ50

ﾒｶ型栓帽(VP用)φ50
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＊配水管末端部(栓帽）に充水用の

充水・洗管・水圧試験後は
仮設簡易ドレーンを設置すること。

仮設簡易ドレーンを撤去すること。
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(参考)

弁室据付標準図
S=1:40

注：標準図の組合せは標準であり、設置する仕切弁のボルトナットが見えるように調整リング等で調整すること。
　　鉄蓋は、市名・市章入りとする。
　　レジンコンクリート製とする。

消火栓蓋はカラー塗装とする。
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注：土被りH=800以上の消火栓・空気弁室については、両フランジ短管にて消火栓・空気弁（補修弁含む）の設置高を調整するため、

弁室の高さ(底高)は補修弁の下あたりになるように調整すること。

A

＊両フランジ短管にて高さを調整

（配管詳細図にて記載）
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